
 
人社系の研究力評価指標の構築 
理系研究力評価指標の改善 
研究戦略チーム・国際連携チームの業務に役立
つ分析ツールの開発 
ＵＲＡ業務の見える化・ブランディング 
ＵＲＡサービス提供プラットフォームの充実 
ＵＲＡインターン制度の構築 

 
全学的な研究戦略の立案・実施支援（研究大学強
化促進事業など） 

 ⇒基盤分析・データ提供 
 ⇒研究に関する学内外のデータ収集・統合 

新たな研究力評価指標の策定 
 ⇒人社系の研究評価指標についての調査 
 ⇒教員インタビュー 

URA 業務高度化促進 チーム
 

データベース整備、ＵＲＡサービス提供プラットフォーム
構築、学内業務フローの適正化を通じＵＲＡが働きやすい
環境を作りを行っています。 

URA 

教員 

•Pre・Post支援 
•国際連携 
  ・・・など 

•研究者支援関連の公募申請 
•学内公募設計 
    ・・・・・・など 

研究成果 

発表論文数 

外部資金獲得 

特許 

筑波大学 

ＵＲＡ業務高度化促進チームの業務内容 

データベース整備 
WebベースURAサービス提供プ
ラットフォームの整備 
新たな研究力評価指標の策定 

      ・・・・・・など 

ＵＲＡ業務に 
必要な環境は？ 

ＵＲＡ業務の成果
は何で測る？ 
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これまでの取組 今後の展望 

全体像 

URA業務高度化 
促進チーム 

 
 

国際テニュアトラックのシステムの構築 
国際契約・英文MTAの交渉や締結の支援 

国際的に活躍できる若手育成や支援体制の整備を通じて、
国際研究拠点形成に貢献します。 

学内情報の一元化及び国際化の推進 

（例）外部資金情報の英語化 

筑波大学 海外一流研究機関 

海外          
メンター 

連携 
メンター 

② 派遣先で研究
（２年以上） 

① 採用 
（任期付） 

③ 審査後、 
助教として採用 

テニュア審査期間の研究を海外で行い、その業績をテニュア
化審査に利用。長期的な国際展開のパイプ構築を目指します。 

調整 交渉 

学内稟議、
決裁等 

連携 

支援対象の契約 
• 共同研究契約 
• MTA 
• 変更契約 
• 特許許諾契約 
• 秘密保持契約 
その他の業務 
• 研究資金の海外

送金や受入 
• 共同研究創出を

視野に海外訪問 

国際連携チーム 

これまでの取組 

今後の展望 

URA、      
技術移転マネージャー 

筑波大学の教員 

筑波大学の事務 

海外の共同研究相手 

契約担当 

リサーチユニット総覧作成 リサーチユニットとは、「新たな研究領域の創出」、
「社会的・地球規模的な課題の解決」を目指す、 

部局の枠を超えた横断的で多様な学問領域の 
研究者群。 あるリサーチユニットの 

優れた研究を、冊子やホームページで 
URAが社会一般に発信します。 

同時に、 
各リサーチユニットの代表者を 
URAがインタビューし、教員の 
研究内容や興味、将来的な展望を把握。 
新たな学際連携や研究支援につなげます。 

今年度は、５６件の 
インタビューを実施。 
第一部出版予定！！ 

 

URL: http://research-unit.osi.tsukuba.ac.jp 

Research Administration Office
ＵＲＡ研究支援室

ホームページ　http://ura.sec.tsukuba.ac.jp/

外部環境 

現状の 
筑波大学 

競争相手、研究動向、 
使えるリソースなど 

必要なところに 
ヒト・カネ・モノを集中 
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調査・比較 
強み・弱み分析 
戦略立案 

1 

 
・研究大学強化促進事業 
 
 
 
 
 

・科研費獲得支援 

これまでの取組 今後の展望 

筑波大学の 
目指す姿 

目指す姿・ゴールを 
明確にする 
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10年後に世界大学 

ランキング100位以内 

申請書作成支援（pre-award） 
施策の企画立案（post-award） 

  ・一流外国人研究者招聘プログラム 等 

外国人教員向け説明会の実施 
生命環境系における勉強会開催 
申請書の個別アドバイス 

研究者のキャリアステージに応じた研究支
援体制の構築 
研究力強化のための戦略立案 
全学的な科研費獲得支援 
大型競争的資金の獲得支援 
「研究大学強化促進事業」各施策の企画具
体化と実行支援 
組織横断型新規プロジェクト・メーキング 

筑波大学の強み・弱み分析から全学の研究戦略を立案し、 
適切な研究支援体制の構築を通じて、研究力強化に貢献します。 

研究戦略チーム 

私たちが考える研究戦略 


